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［表］一八世紀中葉から一九世紀中葉までの

福州琉球館入館および貿易期間
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三

デ
ー
タ
が
不
完
全
で
あ
る
た
め
福
建
布
政
使
司
に
指
摘
を
受
け
た
一
七
七
五
年
の
帰
国
時
期
が
遅
く
な
っ
て
い
る
か
は
不
明
だ

が
、
七

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
は
―
二
月
か
ら
翌
二
月
ご
ろ
に
帰
国
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

日数

・作図は『歴代宝案』に拠った。

・日は福州魂球館への入館から離駅登舟日までの期間を指す。●は滞在日数である。

. Cコは貿易期間を示す。▲は貿易日数である。
・頭号船、二号船で入館日や貿易開始日が異なる場合もあるため図に反映している。

そ
の
後
、

一
九
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
に
帰
国
時
期
が
変
動
し
て
い
き
、
一
八

0
八（
嘉
慶

一
三
）
年
ご
ろ
か
ら
は
、
一

―
‘
―
二
月
の
入

館
か
ら
翌
年
六
月
の
離
駅
登
舟
ま
で
お
よ
そ
ニ
―

0
日
間
の
滞
在
と
な
り
、
貿
易
期
間
は

―
二
月
か
ら
五
、
六
月
ま
で
の

一
八

0
日

間
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
世
紀
末
の
福
建
布
政
使
司
の
指
摘
で
、
全
体
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
前
倒
し
に
な
っ
て
い
る
状
況
が

確
認
で
き
よ
う
。

七
月
ご
ろ
か
ら
貿
易
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
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「
余
議
」
（
尚
家
文
書
四
四
七
号
一

福
州
琉
球
館
貿
易
に
お
け
る
渡
唐
役
者
の
補
填
に
つ
い
て
は
、
上
原
兼
善
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
前
掲
、
上
原
兼
善
『
近
世
琉
球
貿
易
史
の
研
究
』
―
一
五

五
ペ
ー
ジ
）
。

一
号
文
書
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
。

前
掲
、
上
原
兼
善
『
近
世
琉
球
貿
易
史
の
研
究
』
ニ
ニ
―
一
ペ
ー
ジ
。

前
掲
、
上
原
兼
善
『
近
世
琉
球
貿
易
史
の
研
究
』
。

前
掲
、
真
栄
平
房
昭
「
近
世
琉
球
に
お~
る
個
人
貿
易
の
構
造
」
。

ー
ジ
）
。

ヶ
可
書
出
旨
被
仰
渡
候
…

「
唐
船
仕
出
井
帰
帆
改

H
記
」
（
尚
家
文
書
二
五
九
号
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
。

…
可
致
帰
帆
旨
申
渡
置
候
段
者
申
付
無
之
候
間
、
頻
二
其
意
味
被
除
ヶ
可
書
出
旨
被
仰
渡
…

前
掲
、
上
原
兼
善
『
近
世
琉
球
貿
易
史
の
研
究
』
二
三
―
ニ
ー
ニ
―
二
四
ペ
ー
ジ
。

一
八
三
六
年
の
帰
唐
船
の
注
文
品
の
未
購
入
・
購
入
不
足
（
買
欠
・
買
不
足
）
に
つ
い
て
、
上
原
兼
善
氏
は
客
商
の
「
経
済
的
窮
迫
、
資
金
力
の
脆
弱
性

か
ら
う
ま
く
作
動
せ
ず
、
商
品
の
買
過
ぎ
・
買
不
足
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
上
原
兼
善
『
近
世
琉
球
貿
易
史
の
研
究
』
二
三
四
ペ


